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中
華

広中一成

は
じ
め
に

関
東
軍
に
よ
る
満
洲
国
建
国
以
来
、
日
本
軍

は
獲
得
し
た
広
大
な
中
国
占
領
地
を
統
治
す
る

た
め
、
そ
れ
ら
の
土
地
に

「椀
偶
」
政
権
を
擁

立
し
、
「内
面
指
導
」
と
い
う
形
で
彼
ら
を
支

配
下
に
お
い
た
。
「侃
偶
」
政
権
が
実
施
し
た

様
々
な
親
日
政
策
お
よ
び
反
国
民
政
府
、
反
共

産
党
政
策
は
、
結
果
的
に
日
本
軍
の
中
国
侵
攻

を
後
押
し
す
る
こ
と

に
な
り
、
中
国
の
民
衆
に

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
日
中
戦
争
史
を

検
討
す
る
上
で
、
満
洲
国
か
ら
中
華
民
国
政
府

(注
兆
銘
政
権
)
に
至

る
一
連

の

「塊
偲
」
政

権
史
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
日
本
側
の
研
究
を
み
る

と
、
満
洲
国
、
注
兆
銘
政
権
研
究
の
盛
ん
な
こ

と
に
加
え
、
そ
れ
以
外
の

「椀
偲
」
政
権
史
研

究
に
つ
い
て
も
、
近
年
発
表
が
相
次
い
で
い

る
。
例
え
ば
、
森
久
男
は
関
東
軍
の
内
蒙
工
作

の
経
過
を
た
ど
り
な

が
ら
、
蒙
彊
政
権
の
統
治

　　
　

実
態
に
つ
い
て
論
じ
、
内
田
尚
孝
は
華
北
分
離

工
作
を
め
ぐ
る
日
中
関
係
を
検
討
す
る
中
で
、

翼
東
防
共
自
治
政
府

の
成
立
過
程
に
つ
い
て
触
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ハワ
む

れ
て
い
る
。

一
方
、
中
国
側
の
研
究
は
ど
う

か
。中
国
の

「椀
偲
」
政
権
史
研
究
は
、
文
革
の

混
乱
が
過
ぎ
た

一
九
八
〇
年
代
以
降
活
発
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
満
洲
国
研
究

と
江
兆
銘
政
権
研
究
は
日
本
側
と
同
じ
く
こ
れ

ま
で
に
数
多
く
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
ほ

か
の

「侃
偲
」
政
権
史
研
究
も
い
く
つ
か
成
果

ム
ヨ
　

が
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
華
北

「塊
偶
」
政

権
史
研
究

に
関
し
て
は
目
立
っ
た
成
果
が
み
ら

れ
ず
、
「偲
偲
」
政
権
史
研
究
の
歴
史
的
空
白

ムぐ
　

と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
状
況
に
変
化
が
お
と
ず
れ
た
の
は
、

一

九
九
〇
年
代
後
半
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ

た
。

一
九
九
五
年
、
日
本
政
府
は
過
去

の
侵

略
戦
争
に
対
す
る
反
省

か
ら
、
「平
和
友
好
交

流
計
画
」
を
立
ち
上
げ
、
歴
史
研
究

へ
の
支

援
事
業
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
活
動
を
開
始

ムら
　

し
た
。
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

一
九
九
七

年
八
月
、
外
務
省
所
管

の
日
中
友
好
会
館
は
中

国
社
会
科
学
院
に
対
し
、
日
中
歴
史
研
究
へ
の

　
　
　

協
力
を
要
請
し
た
。
こ
の
求
め
に
応
じ
た
中
国

社
会
科
学
院
は

一
九
九
八
年
、
中
国
国
内
の
歴

史
研
究
者
ら
を
集
め
、
台
湾
出
兵
が
行
わ
れ
た

一
八
七
四
年
か
ら
日
中
戦
争
が
終
結
し
た

一
九

四
五
年
ま
で
の
間
の
日
中
の
歴
史
に
つ
い
て
研

究
に
着
手
し
、
華
北

「塊
偶
」
政
権
史
に
つ
い

　
フ
　

て
も
二
〇
〇
〇
年
か
ら
検
討
を
開
始
し
た
。

数
年
間
の
検
討
作
業
を
終
え
、
そ
の
研
究
成

果
を
も
と
に
著
さ
れ
た
の
が
郭
貴
儒

・
張
同

楽

・
封
漢
章

『華
北
偽
政
権
史
稿
-

従

"臨

時
政
府
"
到

"華
北
政
務
委
員
会
"』
(社
会
科

学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
七
月
)
で
あ

る
。
同
書
は
劉
敬
忠

『華
北
日
偽
政
権
研
究
』

(人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
七
月
)
と
と
も

に
、
現
時
点
で
の
中
国
に
お
け
る
華
北

「傍

　　
　

偶
」
政
権
史
の
最
新
研
究
で
あ
る
。
ふ
た
つ
の

研
究
書
は
ど
ち
ら
も
日
本
軍
の
中
国
占
領
統
治

と
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
、
中
華
民
国
臨
時
政

府
と
華
北
政
務
委
員
会
が
い
か
な
る
手
段
を
用

い
て
統
治
を
行
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
解
明
を
試
み
て
い
る
。

こ
こ
で
検
討
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
中
華
民
国
臨
時
政
府
と
は
一
九
三
七
年

一

二
月

一
四
日
、
日
本
軍
の
中
国
派
遣
部
隊
の
ひ

と
つ
で
あ
る
北
支
那
方
面
軍
に
よ
っ
て
北
京
に

設
立
さ
れ
た
政
権
で
あ
る
。

一
方
、
華
北
政
務

委
員
会
と
は
、

一
九
四
〇
年
三
月
三
〇
日
に
南

京
に
成
立
し
た
江
兆
銘
政
権
に
臨
時
政
府
が

併
合
さ
れ
た
際
、
臨
時
政
府
を
改
組
す
る
形
で

誕
生
し
た
政
権
で
あ
る
。
華
北
政
務
委
員
会
は

注
兆
銘
政
権
の
一
地
方
組
織
と
い
う
位
置
づ
け

だ
っ
た
が
、
江
兆
銘
政
権
側
か
ら
華
北
で
の
広

範
な
自
治
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

本
稿
で
は
両
書
が
と
も
に
取
り
上
げ
て
い
る

四
つ
の
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
中
国
に
お
け
る
華

北

「塊
偲
」
政
権
史
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
両
書
そ
れ
ぞ
れ
の
章
立
て
を
紹
介
す

る
。
各
章
タ
イ
ト
ル
は
評
者
に
よ
る
日
本
語
訳

で
あ
る
。

『華
北
偽
政
権
史
稿

-

従
"臨
時
政
府
"到
"華
北
政
務
委
員
会
"』

(以
下
、
『史
稿
』
と
略
)

前
言
第

一
章

日
中
戦
争
勃
発
前
の
日
本
帝
国
主
義

に
よ
る
華
北
分
離
工
作

第
二
章

中
華
民
国
臨
時
政
府
の
成
立

第
三
章

中
華
民
国
臨
時
政
府
の
施
政

第
四
章

中
華
民
国
臨
時
政
府
と
南
方

「塊

偶
」
政
権
の
紛
争
と
合
流
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第
五
章

華
北
政
務
委
員
会
の
成
立
お
よ
び
そ

の
政
策

第
六
章

華
北
日
本
占
領
区
住
民
の
日
本
統
治

へ
の
反
抗
闘
争

第
七
章

華
北
政
務
委
員
会
の
壊
滅

『華
北
日
偽
政
権
研
究
』(以
下
、

前
言

七 六 五 四 三 ニ ー

『
研
究

』

と
略
)

中
華
民
国
臨
時
政
府
評
論

華
北
治
安
軍

日
本
占
領
期
の
河
北
保
定
県
の
警
察
機
構

華
北
日
本
占
領
区
の
新
民
会

華
北
日
本
占
領
区
の
県
新
民
会

蒙
彊
政
権
評
論

蒙
彊
銀
行
試
論

中
華
民
国
臨
時
政
府
と
華
北
政
務

委
員
会

は
じ
め
に
日
本
軍
の
中
国
占
領
統
治
と
臨
時

政
府
、
華
北
政
務
委
員
会
と
の
政
治
的
関
わ
り

を

『史
稿
』
と

『研
究
』
は
ど
の
よ
う
に
描
い

て
い
る
の
か
見
て
い
く
。

ま
ず

『史
稿
』
か
ら
検
討
す
る
。
同
書
で

は
、
第
二
章
、
第
三
章
、
第
四
章
で
臨
時
政
府

に
つ
い
て
、
第
五
章
、
第
七
章
で
華
北
政
務
委

員
会
に
つ
い
て
、
政
治
面
を
中
心
に
政
権
が
日

本
軍
と
の
関
わ
り
の
中
で
い
か
な
る
変
遷
を
た

ど
っ
た
の
か
考
察
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
日

本
軍
の
支
援
を
受
け
、
臨
時
政
府
が
い
か
な
る

過
程
を
経
て
成
立
し
た
の
か
、
臨
時
政
府
が
成

立
後
、
政
府
レ
ベ
ル
、
地
方
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ

う
な
組
織
形
態
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
か
検
討

し
て
い
る
。
こ
の
中
で
著
者
は
、
臨
時
政
府
が

地
方
組
織
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
清
朝
時
代

の
行
政
区
画
を
採
用
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
そ
こ
で
は
そ
れ
ら
行
政
レ
ベ
ル
が
日
本

軍
や
臨
時
政
府
の
指
示
の
下
、
「日
本
軍
が
推

し
進
め
た
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
文
化
な
ど
各

方
面
の
侵
略
政
策
に
積
極
的
に
協
力
し
、
日
本

軍
の
植
民
地
統
治
の
地
方
で
の
代
弁
者
と
な
っ

た
」
(
一
八
二
頁
。
引
用
文
は
評
者
訳
、
以
下

同
)
と
指
摘
し
て
い
る
。

第
三
章
で
は
臨
時
政
府
が
実
施
し
た
政
策
に

つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
臨
時
政
府
は

「剥

共
滅
党
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
反
共
産
党
、
反
国

民
党
の
精
神
を
民
衆
に
植
え
付
け
る
た
め
の
宣

伝
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
基
層
部
分
の
民
衆

ま
で
も
統
制
す
る
た
め
、
保
甲
制
度
を
利
用

し
、
民
衆
の
管
理
を
徹
底
し
た
。
そ
の
上
で
、

臨
時
政
府
は
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
税
を
設
け
民
衆
に
課
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
政
策
は
い
ず
れ
も
民
衆
の
抵
抗
を
受
け

不
徹
底
な
も
の
に
終
わ
っ
た
。
著
者
は
そ
れ
ら

政
策
に
つ
い
て
具
体
的
事
例
や
数
字
を
出
し
な

が
ら
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。

第
四
章
で
は
臨
時
政
府
と
維
新
政
府
と
の
合

併
問
題
お
よ
び
江
兆
銘
政
権
と
の
合
流
に
至
る

ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
日
本
軍

は
臨
時
政
府
に
国
民
政
府
に
代
わ
る

「新
中
央

政
府
」
と
な
る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
、
臨
時

政
府
が
指
導
的
役
割
を
担
う

「
一
流
人
物
」
を

欠
い
た
上
、
国
民
政
府
が
抵
抗
を
諦
め
な
か
っ

た
た
め
、
臨
時
政
府

の

「新
中
央
政
府
」
化
は

実
現
困
難
と
な

っ
た
。
そ
の
状
況
の
中
で
、
日

本
軍
は
徐
州
占
領
後
、
改
め
て

「新
中
央
政

府
」
を
設
立
す
る
た
め
に
臨
時
、
維
新
両
政
府

に
合
併
を
働
き
か
け
、
そ
の
第

一
歩
と
し
て
中

華
民
国
連
合
委
員
会
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
の
成

立
の
意
味
を
著
者
は
、
「偽
組
織
の
こ
の
変
化

は
偽
中
華
民
国
臨
時
政
府
の

「中
央
政
権
」
化
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の
目
論
見
を
徹
底
的
に
破
壊
し
、
政
権
が
た
だ

日
本
の
掌

で
弄
ば
れ
る
華
北
地
方
佛
偲
政
権
と

な
っ
た

こ
と
を
表
し
て
い
る
」
(三
九
二
頁
)

と
述
べ
て
い
る
。

第
五
章
で
は
注
兆
銘
政
権
と
の
合
流
に
よ
り

成
立
し
た
華
北
政
務
委
員
会
の
組
織
機
構
と
実

施
し
た
政
策
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
特
に
こ

こ
で
は
、

「治
安
強
化
運
動
」
に
つ
い
て
丹
念

な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
共
産
党
勢
力
の
排

除
を
主

な
目
的
と
し
た

「治
安
強
化
運
動
」

は
、

一
九
四
一
年
三
月
か
ら

一
九
四
二
年

一
二

月
に
か
け
、
五
度
に
わ
た

っ
て
実
施
さ
れ
た
。

「治
安
強
化
運
動
」
は
そ
の
時
の
戦
局
の
影
響

を
受
け
、
活
動
内
容
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
著

者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

「治
安
強
化
運
動
」
の
特
徴

を
整
理
し
、
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
な

事
例
を
挙
げ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。

最
後

の
第
七
章
で
は
日
本

の
敗
戦
と
と
も

に
、
華
北
政
務
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る

「侃

偲
」
政
権
に
関
与
し
た
中
国
人
が

「漢
好
」
と

し
て
逮
捕
さ
れ
、
厳
し
い
処
罰
を
下
さ
れ
た
様

子
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。

次
に

『研
究
』
を
見
て
み
る
。
同
書
で
は

一

で
臨
時
政
府
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い

る
。

こ

の
中

で
著
者

は
、
臨

時
政

府

の
主

要

メ

ン
バ
ー

=

二
人

の
経

歴

を

あ
げ

た
上

で
、
彼

ら

が
容
易

に
日

本
軍

の
侵

略

に
加
担

し
た

の

は
、

彼

ら

の
大

半

が

日
本

に

留

学

し

た

こ
と

が

あ

り
、

そ

の
経
験

か
ら
生

じ

た
日
本

に
対

す

る
親

日
的
感
情

が

要
因

と
し

て
あ

っ
た
か

ら

で
あ

る

と
指

摘

し

て

い
る
。

ま

た
、
著

者

は
日
本

軍
と

臨

時
政
府

と

の
関
係

に
触

れ
、
両

者

を

「主
人

と
そ

の
手

先

」

の
関

係

と
評

し
、

日
本

軍

が
ど

の
よ
う

な
手

段

で
も

っ
て
臨

時
政

府

を
統
制

下

に
置

い
た

の

か
検

討

し

て

い

る
。

具

体

的

に

は
、

日
本

軍

が
臨

時

政

府

の
中

央

機

関

や

各

省

、
特
別

市

お
よ
び

そ

の
下
部

組

織

に
ま

で
日

本

人
顧
問

を
配

置

し

て
行
政

に
干

渉

し
た

こ
と

や
、
臨
時

政
府

と

の
間

で

い
く

つ
も

の
協
定

を

結
び

、
政

治
、

経
済

、

軍
事

の
面

で
日
本

軍

の

介

入
が
行

わ

れ

て

い
た
実

態

に

つ
い
て
論

じ

て

い
る
。
さ
ら

に
、
著

者

は
臨
時

政
府

が

実
施

し

た
親

日
政

策

を
踏

ま
え

た
上

で
、
政

権

が
持

っ
て

い

た
政

治

的

特

色

に

つ
い

て

も
検

討

を

加

え

て

い

る
。

こ

こ

で
挙

げ

て

い

る
特

色

の
ひ

と

つ

に

「
二
王
斗
法

」

と

い
わ
れ

た
政
権

内

部

の
激

し

い
派

閥

対

立

が
あ

る
。

「
二

王
」

と

は
王

克

敏

(行
政
委
員
会
委
員
長
)
と
王
揖
唐

(内
務

部
総
長
)
を
指
す
。
ふ
た
り
は
人
事
や
機
構
設

置
の
問
題
で
激
し
く
対
立
し
、
そ
の
争
い
に
政

権
関
係
者
や
日
本
軍
も
加
わ
り
派
閥
を
形
成
し

た
。
さ
ら
に
、
政
権
内
で
の
両
派
閥
間
の
争
い

が
そ
の
後
の
臨
時
政
府
の
行
方
を
も
左
右
し

た
。両
書
と
も
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割

い
て
華
北

「椀
偶
」
政
権
の
政
治
的
展
開
を
論
じ
て
い
る

が
、
内
容
が
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
た
め
、
検
討

が
幾
分
概
説
的
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
の
両
者
の
検
討

は
、
こ
れ
ま
で
華
北

「偲

偲
」
政
権
史
の
各
問
題
を
包
括
す
る
よ
う
な
研

究
が
少
な
か
っ
た
と

い
う
現
状
か
ら
考
え
る

と
、
充
分
価
値
を
持

つ
も
の
と
言
え
る
。

二

華
北

「塊
偲
」
政
権
の
範
囲

両
書
で
は
、
臨
時
政
府
、
華
北
政
務
委
員
会

以
外
の
華
北

「椀
偶
」
政
権
を
ど
う
扱

っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
再
び

『史
稿
』
か
ら
見
て
い

く
。
同
書
で
は
第

一
章
で
満
洲
事
変
か
ら
盧
溝

橋
事
件
発
生
前
ま
で
の
日
本
の
華
北
進
出
の
経

過
と
そ
れ
に
よ
り
華
北
に
も
た
ら
さ
れ
た
政
治

的
、
経
済
的
変
化
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
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こ
の
中
で
、
著
者
は
翼
東
政
府
の
成
立
過
程
に

つ
い
て
論
じ
、
同
政
府
を
華
北

「椀
偲
」
政
権

の
ひ
と

つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

一
九
三

五
年

=

月
二
五
日
、
北
京
の
東
に
程
近
い
通

州
に
成
立
し
た
翼
東
政
府

(成
立
時
の
名
称
は

翼
東
防
共
自
治
委
員
会
)
は

一
九
三
八
年
二
月

一
日
、
臨
時
政
府
と
合
併
し
解
消
し
た
。
合
併

二
日
前
に
両
政
府
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
協

定
に
は
、

「翼
東
防
共
自
治
政
府

の
一
切
の
政

権
は
中
華
民
国
臨
時
政
府
こ
れ
を
継
承
す
」
と

ハ
　
　

あ
り
、
両
政
府
の
連
続
性
が
見
て
と
れ
る
。

一
方
、
『研
究
』
で
は
六
で
蒙
彊
政
権
に
つ

い
て
、
七
で
蒙
彊
銀
行
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

扱
っ
て
い
る
。
蒙
彊
政
権
と
は

一
九
三
七
年

一

〇
月
二
七
日
に
成
立
し
た
蒙
古
連
盟
自
治
政
府

か
ら
蒙
彊
連
合
委
員
会
を
経
て
一
九
三
九
年
九

月

一
日
に
設
立
さ
れ
た
蒙
彊
連
合
自
治
政
府
ま

で
を
指
す
。
蒙
彊
銀
行
は
蒙
彊
政
権
の

「中
央

銀
行
」
と
し
て

一
九
三
七
年

一
〇
月

=
二
日
開

業
し
た
。
六
で
は
蒙
古
連
盟
自
治
政
府
成
立
に

ま
で
至
る
関
東
軍
の
内
蒙
工
作
の
経
過
や
、
蒙

彊
政
権
の
組
織
構
成
か
ら
同
政
権
が
日
本
軍
の

完
全
な
統
制
下
に
置
か
れ
て
い
た
実
態
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
蒙
彊
政
権
が
実
施
し
た
蒙
彊
地
区

で
の
経
済
収
奪
や
、
皇
民
化
教
育
の
様
子
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。
七
で
は
蒙
彊
政
権
の

「中

央
銀
行
」
で
あ
る
蒙
彊
銀
行
が
紙
幣
の
発
行
を

日
本
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
や
、
銀
行
の
あ
ら

ゆ
る
権
限
が
日
本
軍
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
た
こ

と
、
蒙
彊
銀
行
が
日
本
軍
を
支
援
す
る
た
め
に

紙
幣
を
濫
発
し
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
な
数
字

を
挙
げ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
内
蒙
古
地
域
を
主
に
支
配
し
た

蒙
彊
政
権
を
華
北

「塊
偲
」
政
権
の
ひ
と
つ
と

し
て
扱

っ
て
よ
い
の
か
。
実
は
、
華
北

「塊

偲
」
政
権
と
は
ど
の
政
権
を
指
す
の
か
と
い
う

問
題
は
今
も

っ
て
議
論
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
明

確
な
ま
ま
翼
東
政
府
と
臨
時
政
府
、
華
北
政
務

委
員
会
が
ひ
と
ま
ず
華
北

「塊
偲
」
政
権
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
例
え

ば
、
華
北

「塊
偲
」
政
権
に
関
す
る
回
想
録
を

ま
と
め
た

『我
所
知
道
的
偽
華
北
政
権
』
は
、

翼
東
政
府
と
臨
時
政
府
、
華
北
政
務
委
員
会
に

バリ
　

関
す
る
内
容
の
も
の
を
収
め
、
蒙
彊
政
権
に
関

す
る
も
の
は

『我
所
知
道
的
偽
蒙
彊
政
権
』
に

ムけ
　

収
録
さ
れ
て
い
る
。
『研
究
』
が
な
ぜ
蒙
彊
政

権
を
華
北

「塊
偲
」
政
権
史
研
究
の
中
で
扱
っ

た
の
か
、
そ
の
理
由
を
同
書
は
明
確
に
答
え
て

い
な

い
。
今

後
、

華
北

「椀

偲
」

政
権

史
研

究

を

よ
り

深

め

て

い
く

た
め

に
は
、

同
書

を
問

題

提

起

の
材

料

と

し

、

何

を

も

っ
て
華

北

「
椀

偲

」
政

権

と

み
な
す

の
か
、

そ

の
概
念

規
定

を

検
討

す

る
作

業

が
必

要

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

三

中
華
民
国
新
民
会

中
華
民
国
新
民
会

(以
下
、
新
民
会
)
は

「王
道
楽
土
」
や

「
民
族
共
和
」
を
う
た
っ
た

満
洲
国
の
協
和
会
を
模
範
に
し
て
組
織
さ
れ
た

臨
時
政
府
の
民
衆
団
体
で
あ
る
。
彼
ら
は
儒
教

の

「
王
道
」
思
想
を
根
幹
と
す
る

「新
民
主

義
」
を
拠
り
所
に
民
衆
を
組
織
化
し
、
反
共
親

日
の
宣
伝
、
教
育
活
動
を
実
施
し
た
り
、
支
配

地
域
の
治
安
維
持
活
動
に
従
事
さ
せ
た
り
し

た
。
政
権
を
民
衆
レ
ベ
ル
で
下
支
え
し
た
新
民

会
は
臨
時
政
府
、
華
北
政
務
委
員
会
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
っ
た
。
こ
の
新
民

会
に
つ
い
て
、
両
書
は
ど
う
論
じ
て
い
る
か
。

ま
ず

『史
稿
』
で
は
第
二
章
の
四
で
新
民
会

に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
新
民
会
が
日
本
の
軍
事
、
政
治
状
況
の
変
化

で
組
織
や
方
針
の
変
更
を
繰
り
返
す
中
で
、
次

第
に
反
共
的
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
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と
、
「新
民
主
義
」
は

「王
道
」
思
想
を
掲
げ

な
が
ら
、
実
際
は
日
本
に
恭
順
な
民
衆
を
育
て

る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
こ
と
、
新
民
会
の
名
の

下
、
民
衆
を
動
員
し
て
日
本
や
臨
時
政
府
を
支

持
す
る
宣
伝
、
教
育
活
動
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
著
者
は
最
後
に

「偽
新
民
会

の
活
動
は
積
極
的
に
自
ら
の

「政
府
翼
賛
、
民

衆
指
導
」
の
性
質
を
表
す
こ
と
で
、
直
接
日
本

侵
略
者
に
奉
仕
す
る
漢
好
偽
組
織
で
あ
る
こ
と

を
鮮
明
に
映
し
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は

一
貫
し

た
恥
知
ら
ず
な
行
為
で
あ
り
、
全
力
を
尽
く
し

て
日
本
侵
略
者
の
歓
心
を
買
っ
た
民
族
の
堕
落

者
で
あ

る
」
(二
三

一
頁
)
と
、
新
民
会
の
活

動
に
厳
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
。

『
研
究
』

で
は
ど
う
か
。
同
書
で
は
、
四
と

五
の
ふ
た

つ
の
章
を
使

っ
て
新
民
会
に
つ
い
て

検
討
を
行

っ
て
い
る
。
四
で
は
新
民
会
の
組
織

の
変
遷
と
実
施
し
た
政
策
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
特
徴
的
な
の
は
五
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
河
北
省
保
定
道
を
例
に

『史

稿
』
で
は
充
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
県
レ
ベ
ル

の
新
民
会
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
新
民
会
の
具
体

的
な
組
織
形
態
や
人
員
構
成
、
経
費
に
関
す
る

問
題
の
ほ
か
、
県
内

で
行
わ
れ
た
政
治
、
経

済
、
治
安
維
持
、
教
育
の
各
活
動
の
実
態
に
つ

い
て
詳
細
に
ま
と
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
新
民

会
は
組
織
の
拡
大
と
民
衆
統
制
の
徹
底
を
図
る

た
め
、
民
衆
を
地
域
別
、
職
業
別
に
設
け
ら
れ

た
分
会
に
加
入
さ
せ
、
日
本
人
顧
問
の
指
導
の

も
と
、
税
の
徴
収
や
思
想
教
育
活
動
に
従
事
さ

せ
た
。
ま
た
、
戦
争
遂
行
上
必
要
な
食
糧
や
燃

料
を
日
本
軍

へ
供
給
す
る
た
め
、
新
民
会
は
華

北
各
地
に
合
作
社
を
設
け
て
民
衆
を
社
員
と

い
う
名
目
で
組
織
化
し
、
彼
ら
に
労
働
を
強
い

た
。新
民
会
が
作
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
著
者

は

「日
本
軍
は
わ
ず
か
大
都
市
を
占
領
し
て
い

る
だ
け
で
は
中
国
を
征
服
す
る
に
遠
く
及
ば

ず
、
真
に
広
大
な
農
村
を
占
領
す
る
こ
と
で
は

じ
め
て
そ
の
恐
ろ
し
い
目
的
が
達
成
さ
れ
る
こ

と
を
知

っ
た
。
日
本
軍
は
中
国
農
村
の
地
理
、

環
境
、
風
土
や
情
理
に
疎
く
、
直
接
統
治
は
困

難
を
極
め
た
。
だ
か
ら
こ
そ
日
本
軍
は
新
民
会

を
組
織
し
、
手
先
と
し
て
飼
い
慣
ら
し
た
地
元

の
漢
好
を
利
用
し
て
占
領
地
域
の
農
村
を
統
制

し
た
の
だ
っ
た
」
(
一
九
二
頁
)
と
述
べ
て
い

る
。両
書
で
共
通
し
て
残
る
課
題
は
、
近
年
の
新

民
会
の
研
究
成
果
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
新
民
会
研
究
は
日
本
で
研
究
が
先
行
し

　に
　

て
い
る
。
早
く
は
八
巻
佳
子
が
、
近
年
で
は
堀

井
弘

一
郎
が
比
較
的
大
部
な
研
究
を
発
表
し
て

ム
ハ
　

い
る
。

中

国

の
中

国
史

研
究

は
し
ば

し
ば
自

国

の
研
究

成

果

に

の
み
依

拠

し
、

そ
れ

で
研
究

を

完

結

さ
せ

て
し
ま
う
傾

向

が

み
ら
れ

る
。

テ
ー

マ
が
重

要

な
だ

け

に

こ
の
課
題

が
残

っ
た

こ
と

は
残
念

で
な
ら

な

い
。

四

治
安
と
抵
抗

臨
時
政
府
は
議
政
、
行
政
、
司
法
の
三
委
員

会
か
ら
な
り
、
行
政
委
員
会
の
中
に
警
察
事
務

を
担
当
す
る
治
安
部

が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
日

本
軍
は
臨
時
政
府
が
軍
隊
を
持

つ
こ
と
に
消
極

的
だ
っ
た
が
、
戦
線

の
拡
大
に
と
も
な
い
、
日

本
軍
に
よ
る
華
北
の
治
安
確
保
が
難
し
く
な

っ

た
こ
と
か
ら
、

一
九

三
九
年
十
月
、
臨
時
政

府
に
華
北
治
安
軍

(華
北
綬
靖
軍
)
が
創
設
さ

れ
、
治
安
の
確
保
に
従
事
さ
せ
た
。
治
安
に
関

す
る
問
題
に
つ
い
て
、
両
書
は
ど
の
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
の
か
。

こ
こ
で
は

『研
究
』
か
ら
見
て
い
く
。
同
書

で
は
二
と
三
で
臨
時
政
府
の
治
安
維
持
組
織
に
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つ
い
て
論

じ

て

い
る
。

二

で
は
華

北

治

安
軍

に

つ
い
て
取
り

上
げ

て

い
る
。

こ
こ

で
の
考
察

で

キ
ー

マ
ン
と
な

る

の
が

元
直
系

軍

閥

の
斉
墜

元

で
あ

る
。
臨

時

政
府

の
治
安
部

長

に
就

任

し
た

斉

愛
元

は
日
本

軍

の
支
援

の
下

、
自

ら
を
校

長

と
す

る
軍
事

学

校

を

い
く

つ
も
創

設

し
た
。

そ

し

て
、
卒
業

し
た
幹

部

た
ち

を
軍
内

に
送

り
込

む

こ
と

で
、
自

ら

の
勢

力

を
華
北

治
安

軍

の
中

に
拡

大

さ
せ
、

軍
内

で

の
権

力

を
確
立

し

た
。

斉
愛

元

を

は
じ

め
と

す

る
華

北
治

安
軍

の
幹

部

に

つ
い
て
、
著

者

は

「偽
華

北
治

安
軍

の
高

級

幹
部

は
大
多

数
北

洋
軍

閥

の
失
意

の
軍

人

で
あ

る
。

彼

ら

は
敵

に
仕

え
、

そ
れ

に
よ

り
再
起

を

図

ろ
う

と

し
た
。

い
う

な
ら
ば

、
偽
華

北
治

安

軍

の
成

立

の
そ

の
意

義

は
中
国

の
政
治

闘
争

の

延

長

と

そ

の
現

れ

に
あ

る
」

(
八
五

頁

)

と
評

し

て

い
る
。

三

で

は
五

と
同
様

、

河
北
省

保
定
道

を

例

に

と

っ
て
、

県

レ
ベ
ル

の
警
察
機

構

に

つ

い
て
論

じ

て

い
る
。

こ

こ
で
注

目

し
た

い
の
は
、
県

レ
ベ
ル

の
警

察
機

構

が
実

は

そ
れ

ま

で
あ

っ
た
国
民
政

府

の

公

安

局

の
機

構

を

ほ
ぼ

踏

襲

し

て
作

ら

れ

た

と

い
う
著

者

の
指

摘

で
あ

る
。

こ
こ
で
疑

問

と

な
る
の
は
、
行
政
区
画
と
管
轄
範
囲
の
変
化
に

警
察
が
ど
う
対
応
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
臨
時
政
府
は
行
政
区
画
を
再
編
す
る
に
あ

た
り
、
清
朝
時
代
の
区
画
を
復
活
さ
せ
た
。
そ

の
た
め
、
県
の
区
画
は
国
民
政
府
統
治
時
の
も

の
と
ズ
レ
が
生
ま
れ
た
。
国
民
政
府
の
公
安
局

機
構
を
踏
襲
し
た
警
察
は
、
こ
の
ズ
レ
を
解
消

す
る
た
め
に
、
管
轄
範
囲
の
調
整
を
迫
ら
れ
た

は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
何
ら
か
の
問

題
も
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
問
題
の
検

討
は
臨
時
政
府
の
統
治
実
態
を
探
る
手
が
か
り

と
な
り
得
よ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
著
者
は

さ
し
た
る
言
及
を
加
え
て
い
な
い
。

一
方
、
『史
稿
』
で
は
第
三
章
の
三
と
第
五

章
の
二
で
華
北
治
安
軍
に
つ
い
て
、
第
三
章
の

二
の
(
一
)
と
第
五
章
の
三
の
(二
)
で
警
察
機

構
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
制
度
面
を
中
心
に
論

じ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
同
書
は
第
六
章
で

臨
時
政
府
の
治
安
維
持
活
動
に
対
す
る
抵
抗
運

動
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

臨
時
政
府
の
警
察
関
係
の
史
料
を
通
し
て
共
産

党
を
中
心
と
し
た
抵
抗
運
動
が
ど
の
よ
う
な
形

で
行
わ
れ
た
の
か
検
討
し
て
い
る
。

臨
時
政
府
の
治
安
維
持
に
関
す
る
問
題
は
こ

れ
ま

で
ま

と
ま

っ
た
形

で
は
ほ
と

ん
ど
論

じ
ら

れ

て

こ
な

か

っ
た
。

そ

の
た

め
、

ま
だ

明

ら
か

に
な

っ
て

い
な

い
点

が

い
く

つ
も

あ

る
が
、

こ

の
問

題
を

取
り
上

げ

た

こ
と

で
、
両

書

は

ま
ず

そ

の
問
題

解
明

の
先
鞭

を

つ
け

た
も

の
と

し

て

評
価

で
き
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
ふ
た
つ
の
研
究
書
か
ら
共
通
す
る

四
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
中
国
に
お
け
る

華
北

「椀
偲
」
政
権
史
研
究

の
現
状
を
見
て
き

た
。
両
書
の
検
討
を
通
し
て
問
題
点
と
し
て
出

て
き
た
の
は
、
華
北

「偲
偲
」
政
権
を
検
討
す

る
上
で
の
概
念
規
定
が
依
然
定
ま
っ
て
い
な
い

点
や
、

一
部
外
国
の
研
究
成
果
へ
の
言
及
に
不

充
分
な
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
歴
史
的
空
白
と
な
っ
て
い
た
華
北

「醜

偏
」
政
権
史
研
究
が
こ
の
ふ
た
つ
の
研
究
書
の

登
場
で
埋
め
合
わ
さ
れ
た
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
い

事
実
で
あ
り
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
両
書
が
持

つ
存
在
意
義
は
今
後
高
く
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
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